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■
荒
廃
し
た
町(

２０
年
前)

 

 
 

倒
壊
し
た
建
物
、
く
す
ん
だ
空
。 

 

■
同
・
ボ
ロ
の
よ
う
な
テ
ン
ト
内 

 
 

汚
れ
た
子
ど
も
達
が
、
す
し
詰
め
状
態
。 

 
 

そ
の
端
で
、
横
た
わ
っ
て
い
る
９
歳
の
少
年
、

杉
葉
十
日

す

ぎ

の

は

と

お

か

。 

 
 

痩
せ
細
り
、
息
も
絶
え
絶
え
。 

 
 

傍
ら
に
座
る
少
女
、
東
條
高
乃

と
う
じ
ょ
う
た
か
の

も
心
配
そ
う
。 

高
乃
「(

泣
い
て)

と

ー

か

十
日
、
死
ん
じ
ゃ
や
だ
よ
う
」 

杉
葉
「
高
乃…

…

僕
は
大
丈
夫…

…

だ
か
ら…

…

」 

突
然
テ
ン
ト
の
入
り
口
が
開
い
た
。 

眩
い
光
と
共
に
、
大
柄
な
男
が
入
っ
て
来
る
。 

 
 

男
、
ウ
ッ
サ
は
颯
爽
と
杉
葉
の
方
へ
。 

ウ
ッ
サ
「
こ
り
ゃ
あ
酷
い
衛
生
状
態
だ
な…

…

な
に
、

す
ぐ
に
俺
が
綺
麗
に
し
て
や
る
か
ら
な
」 

杉
葉
、
高
乃
、
不
思
議
そ
う
に
ウ
ッ
サ
を
見
て
。 

杉
葉
「
お
じ
さ
ん
、
誰…

…

？
」 

 
 

ウ
ッ
サ
、
後
光
の
よ
う
な
光
を
背
に
。 

ウ
ッ
サ
「
し
が
な
い
ト
イ
レ
職
人
さ
」 

 

■
宇
宙
空
間(

現
在)

 

Ｔ
『
二
十
年
後
』 

煌
め
く
星
々
、
広
大
な
銀
河
。 

 
 

ぽ
つ
り
と
浮
か
ぶ
地
球
周
辺
を
、
円
盤
型
、
ロ

ケ
ッ
ト
型
、
ボ
ー
ル
型
と
、
様
々
な
宇
宙
船

が
飛
び
交
っ
て
い
る
。 

 

■
地
球
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島 

薄
曇
り
の
下
、
傾
い
て
い
る
自
由
の
女
神
。 

奇
妙
な
外
観
の
異
星
人
達
が
歩
き
、
楽
し
そ
う

に
自
由
の
女
神
を
眺
め
て
い
る
。 

Ｔ
『
天
の
川
銀
河
の
外
か
ら
様
々
な
異
星
人
が
地
球

に
訪
れ
、
地
球
人
も
ま
た
気
軽
に
宇
宙
を
旅
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た―

―

銀
河
旅
行
時
代
』 

 

■
同
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
中 

 
 

排
気
を
吐
い
て
空
を
飛
ぶ
車
、
浮
遊
す
る
屋
台
、 

そ
こ
ら
中
に
立
ち
込
め
る
ス
チ
ー
ム
。 

 
 

退
廃
的
で
混
沌
と
し
た
町
並
み
。 
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混
然
と
歩
く
、
地
球
人
と
異
星
人
達
。 

 
 

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
高
乃(

２９

)

が
、
ビ
ー

ム
状
の
フ
ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
語
っ
て
い
る
。 

高
乃
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
長
く
戦
争
状
態
に
あ
っ

た
ヒ
ガ
ン
星
人
の
攻
撃
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
な
が
ら
も
、
奇
跡
的
な
復
興
を
遂
げ
ま
し
た
」 

高
乃
が
話
し
て
い
る
の
は
、
三
人
の
異
星
人
。 

ラ
バ
ー
素
材
の
全
身
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
、
地

球
人
に
よ
く
似
た
銀
髪
の
男
、
パ
テ
ル
。 

４
ｍ
は
あ
り
そ
う
な
巨
体
の
岩
男
、
ボ
ル
ダ
ナ
。 

鳥
の
よ
う
な
頭
と
嘴
、
鱗
の
肌
を
持
つ
男
ド
リ 

ー
ユ
。 

高
乃
の
話
に
ち
ゃ
ん
と
耳
を
傾
け
て
い
る
の
は

パ
テ
ル
だ
け
で
、
ボ
ル
ダ
ナ
は
地
球
の
女
性
を

イ
ヤ
ら
し
い
目
で
眺
め
、
ド
リ
ー
ユ
は
見
る
も

の
全
て
に
目
移
り
し
て
い
る
。 

高
乃
「
も
ー
、
聞
い
て
や
し
な
い…

…

」 

パ
テ
ル
「
太
陽
系
屈
指
の
旅
行
会
社
、
セ
レ
ス
テ
ィ 

ア
ル
の

ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

添
乗
員

も
楽
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
」 

高
乃
「
い
え
い
え
ー
パ
テ
ル
さ
ん
み
た
い
に
お
行
儀 

が
い
い
他
星
観
光
客
も
い
ま
す
か
ら
、
た
ま
に
は
」 

 
 

ボ
ル
ダ
ナ
、
巨
大
な
手
で
通
り
が
か
り
の
女
性 

の
前
を
遮
っ
て
。 

ボ
ル
ダ
ナ
「
姉
ち
ゃ
ん
、
ダ
ナ
星
人
と
酒
で
も
ど
う 

だ
い
？ 

絶
品
の
オ
イ
ル
酒
を
な
！
」 

女
性
「(

怯
え
て)

え
、
遠
慮
し
と
き
ま
す…

…

！
」 

高
乃
「
ち
ょ
っ
と
ボ
ル
ダ
ナ
さ
ん
！ 

困
り
ま
す
！
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「(

女
性
を
逃
が
し)

へ
い
へ
い
」 

ド
リ
ー
ユ
は
何
故
か
、
中
華
風
の
浮
遊
屋
台
か

ら
出
て
い
る
煙
突
に
興
味
津
々
。 

高
乃
「
ド
リ
ー
ユ
さ
ん
も
！ 

ガ
ル
ア
ン
星
の
イ
メ 

ー
ジ
悪
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
っ
！
」 

ド
リ
ー
ユ
「
失
敬
ナ
！ 

俺
は
コ
カ
星
出
身
ダ
！
」 

高
乃
「(

頭
を
下
げ
て)

あ
！ 

す
、
す
み
ま
せ 

ん
！ 

似
て
る
の
で
う
っ
か
り
」 

パ
テ
ル
「(

苦
笑)

鳥
類
系
人
類
、
で
す
か
。
似
て 

い
る
か
ら
と
言
っ
て
混
同
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」 

 
 

高
乃
、
誤
魔
化
す
よ
う
に
笑
う
。 

 

■
高
級
ホ
テ
ル
・
一
階
ロ
ビ
ー(

夜)
 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
で
豪
奢
な
内
装
に
、
落
ち
つ
い 

た
雰
囲
気
。 

パ
テ
ル
達
を
引
き
連
れ
、
高
乃
が
入
っ
て
く
る
。 
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高
乃
が
手
を
振
る
と
、
ビ
ー
ム
フ
ラ
ッ
グ
が
手 

元
に
収
納
。 

高
乃
「
こ
ち
ら
が
本
日
ご
宿
泊
し
て
い
た
だ
く
ホ
テ 

ル
で
ー
す
！
」 

パ
テ
ル
「
う
ん
、
美
し
い
ホ
テ
ル
で
す
ね
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「(

肩
を
い
か
ら
せ)

ま
あ
ま
あ
だ
な
」 

ド
リ
ー
ユ
「
面
白
味
の
無
い
臭
い
ダ
」 

高
乃
、
中
を
観
察
し
て
い
る
パ
テ
ル
達
を
背
に
、

フ
ロ
ン
ト
の
受
付
嬢
の
方
へ
。 

高
乃
「
セ
レ
ス
テ
ィ
ア
ル
社
の
ツ
ア
ー
一
行
で
す
が
」 

受
付
「
は
い
、
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
」 

 
 

一
息
つ
い
て
、
ふ
と
横
を
見
る
高
乃
。 

高
乃
「…

…
！？
」 

 
 

視
線
の
先―

―
廊
下
奥
、
ト
イ
レ
の
入
り
口
前
。 

黒
髪
眼
鏡
に
白
衣
姿
、
腰
か
ら
し
っ
ぽ
の
よ
う

に
コ
ー
ド
と
差
し
込
み
プ
ラ
グ
が
ぶ
ら
下
が
っ

た
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
、
ペ
オ
が
立
っ
て
い
る
。 

さ
ら
に
ト
イ
レ
か
ら
、
ス
ー
ツ
姿
の
凛
々
し
い

男
性―

―
 

杉
葉
十
日(

２９

)

が
出
て
く
る
。 

高
乃
「(

嫌
そ
う)

と
、
十
日…

…

杉
葉
十
日
！
」 

杉
葉
「
実
に
素
晴
ら
し
い
内
装
と
設
備
だ
。
こ
こ
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
は
及
第
点
を
越
え
る
ぞ
ペ
オ
！
」 

ペ
オ
「(

無
感
動)

そ
う
で
す
か
、
マ
イ
ス
タ
ー
」 

高
乃
「(

叫
ぶ)

十
日
っ
、
何
し
て
ん
の
よ
！
」 

 
 

興
奮
す
る
高
乃
に
、
怪
訝
な
視
線
を
向
け
る
パ

テ
ル
達
。 

杉
葉
「
ん
、
高
乃…
…

東
條
高
乃
じ
ゃ
な
い
か
。
ど 

う
し
て
お
前
が
こ
こ
に
い
る
」 

高
乃
「
私
は
仕
事
よ
、
地
球
旅
行
の

ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

添
乗
員

！
」 

杉
葉
「
俺
だ
っ
て
仕
事
だ
。
市
場
調
査
の
一
環
」 

パ
テ
ル
「
ど
な
た
で
す
？
」 

高
乃
「(

言
い
づ
ら
い)

え
え
と
そ
の
何
と
い
う
か
、

腐
れ
縁
と
い
う
か
幼
な
じ
み
と
い
う
か…

…

」 

杉
葉
「
こ
こ
の
ト
イ
レ
は
な
か
な
か
凄
い
ぞ
。
最
新

式
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ィ
洗
浄
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

他
星
人
へ
の
配
慮
を
怠
っ
て
い
な
い
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
ト
イ
レ
ェ
？
」 

杉
葉
「
し
か
し
、
逆
に
地
球
人
向
け
温
水
洗
浄
装
置 

が
少
な
い
な
。
星
３
つ
に
は
ギ
リ
ギ
リ
届
か
な
い

か
な…

…

」 

 
 

パ
テ
ル
達
、
呆
気
に
取
ら
れ
て
い
る
。 
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高
乃
「
ア
ン
タ
の
ト
イ
レ
う
ん
ち
く
な
ん
か
、
誰
も 

聞
き
た
く
な
い
っ
て
ば
！
」 

杉
葉
「
ト
イ
レ
の
重
要
さ
が
分
か
ら
ん
か
馬
鹿
が
」 

ド
リ
ー
ユ
「
何
な
の
ダ
、
こ
の
地
球
人
ハ…

…

」 

高
乃
「
彼
は
ト
イ
レ
の
プ
ロ
な
ん
で
す
。
銀
河
の
全 

人
類
を
満
足
さ
せ
る
ト
イ
レ
を
設
計
す
る
た
め
の

エ
リ
ー
ト
技
術
者―

―

」 

杉
葉
「(

堂
々
と)

俺
こ
そ
が
宇
宙
的
ト
イ
レ
企
業
、

Ｖ
Ｏ
社
の
、
『
ト
イ
レ
・
マ
イ
ス
タ
ー
』
だ
！
」 

さ
ら
に
唖
然
の
パ
テ
ル
達
。 

ロ
ビ
ー
の
視
線
も
集
ま
り
、
赤
面
の
高
乃
。 

高
乃(
声)

「
厄
日
だ
わ…

…

」 

 

■
同
・
最
上
階
・
レ
ス
ト
ラ
ン(

夕)
 

 
 

高
級
フ
レ
ン
チ
的
な
内
装
、
様
々
な
異
星
人
や 

地
球
人
達
が
静
か
に
食
事
を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

壁
際
の
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
中
の
高
乃
や
パ
テ
ル 

達
、
何
故
か
杉
葉
も
一
緒
。 

 
 

高
乃
、
立
っ
て
料
理
の
説
明
を
し
て
い
る
。 

高
乃
「―

―

こ
の
よ
う
に
、
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
お
星
に
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
し
て
お
り
ま
す
」 

 
 

夢
中
で
貪
っ
て
い
る
、
ボ
ル
ダ
ナ
と
ド
リ
ー
ユ
。 

 
 

ボ
ル
ダ
ナ
の
前
の
皿
に
は
鉱
石
が
幾
つ
も
重
ね 

ら
れ
、
ド
リ
ー
ユ
の
前
の
皿
に
は
青
々
と
し
た

ウ
メ
の
果
実
や
炭
酸
水
が
。 

ボ
ル
ダ
ナ
「
ふ
ん
、
チ
キ
ン
野
郎
め
。
ち
ま
ち
ま
し

た
も
ん
喰
ら
い
や
が
っ
て
」 

ド
リ
ー
ユ
「
失
敬
ナ
、
お
前
こ
ソ
粗
野
甚
だ
し
イ
！
」 

険
悪
な
雰
囲
気
に
、
た
め
息
を
吐
き
座
る
高
乃
。 

 
 

杉
葉
、
高
乃
、
パ
テ
ル
の
前
に
は
パ
ン
や
魚
料 

理
な
ど
、
人
間
的
料
理
。 

 
 

パ
テ
ル
は
、
水
ば
か
り
飲
ん
で
い
る
。 

高
乃
「(

杉
葉
に
耳
打
ち)

な
ん
で
十
日
ま
で
ご
飯

食
べ
て
る
の…

…

」 

杉
葉
「
皆
さ
ん
が
是
非
に
と
仰
っ
た
か
ら
だ
。
俺
と 

し
て
も
、
他
星
の
方
と
の
食
事
は
参
考
に
な
る
」 

 
 

杉
葉
、
懐
か
ら
出
し
た
小
さ
な
紙
包
み
を
開
き
、 

中
の
塩
を
ゆ
で
卵
に
か
け
て
い
る
。 

高
乃
「(

気
味
悪
そ
う)

う
わ
出
た
、
マ
イ
塩…

…

」 

杉
葉
「
塩
は
不
浄
を
祓
う
。

ト

イ

レ

不
浄
に
関
わ
る
者
と
し 

て
の
、
俺
な
り
の
験
担
ぎ
だ
」 

高
乃
「
食
事
に
使
う
の
は
お
か
し
い
っ
て
」 

パ
テ
ル
「(

苦
笑)

全
く
、
地
球
人
は
奇
妙
な
仕
事 

を
作
り
ま
す
ね
。
似
た
よ
う
な
外
見
で
も
我
々
シ
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ュ
ミ
星
と
は
ま
る
で
文
化
が
違
う
」 

杉
葉
「
地
球
人
の
ト
イ
レ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
古
来
か 

ら
の
も
の
で
す
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
頃
に
は

す
で
に
下
水
道
や
ト
イ
レ
が
あ
り
」 

高
乃
「(

遮
っ
て)

食
事
中
な
ん
だ
っ
て
ば
」 

パ
テ
ル
「
そ
れ
で―

―

彼
女
も
仕
事
仲
間
で
？
」 

 
 

パ
テ
ル
の
視
線
の
先―

―

壁
の
コ
ン
セ
ン
ト
に

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
差
し
、
充
電
中
の
ペ
オ
。 

杉
葉
「
こ
い
つ
は…

…

お
い
ペ
オ
、
充
電
と
同
期
を 

中
断
し
て
、
皆
さ
ん
に
自
己
紹
介
を
」 

ペ
オ
「
は
い
」 

 
 

ペ
オ
、
プ
ラ
グ
を
抜
き
立
ち
上
が
る
。 

ペ
オ
「(
機
械
的
に
顔
を
向
け)

ペ
オ
は
マ
イ
ス
タ 

ー
杉
葉
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ

ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ペ
オ
・
ル
・b

a
7

5
0

で
す
」 

パ
テ
ル
「

b
a

？ 
そ
の
型
番
は
確
か
先
の
星
間
戦 

争
で
地
球
軍
が
前
線
に
投
入
し
た
戦
闘
兵
器…

…

」 

杉
葉
「
よ
く
ご
存
知
で
。
確
か
に
ペ
オ
は
兵
器
と
し 

て
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
何
故
か
視
力
が
人
間
以
下

で
し
て
。
廃
棄
さ
れ
る
所
を
私
が
拾
い
ま
し
た
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
兵
器
が
ト
イ
レ
職
人
の
助
手
た
ぁ
、
落 

ち
ぶ
れ
た
な
」 

ペ
オ
「
そ
ん
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ペ
オ
は
与 

え
ら
れ
た
仕
事
を
誇
り
と
認
識
し
て
い
ま
す
」 

ド
リ
ー
ユ
「
ト
イ
レ
作
り
が
、
誇
り
だ
ト
」 

ペ
オ
「
は
い
。
人
間
は
不
便
さ
を
補
う
た
め
に
相
互 

に
支
え
合
う
こ
と
を
由
と
す
る
生
物
で
す
。
こ
れ

を
手
伝
う
こ
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
本
懐
で
す
」 

 
 

満
足
そ
う
に
頷
く
杉
葉
。 

高
乃
「(

感
心)

健
気
で
い
い
子
ね
、
ペ
オ
は
」 

ペ
オ
「
ペ
オ
も
東
條
高
乃
様
に
好
意
が
あ
り
ま
す
」 

ペ
オ
の
差
し
込
み
プ
ラ
グ
、
喜
ぶ
犬
の
し
っ
ぽ

の
よ
う
に
、
左
右
に
振
れ
て
い
る
。 

高
乃
「(

照
れ
て)

う
ふ
ふ
、
あ
り
が
と
」 

杉
葉
「
人
類
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
生
み
だ
し
た
の
は
、
正 

に
ト
イ
レ
の
た
め
だ
ろ
う
な
」 

高
乃
「
ん
な
わ
け
あ
る
か
」 

 
 

パ
テ
ル
、
水
を
飲
み
な
が
ら
苦
笑
し
て
い
る
。 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 

 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
窓
の
外
、
広
が
る
美
し
い
夜
景
。 

 
 

夜
空
を
往
来
す
る
車
の
ラ
イ
ト
、
星
空
。 

 
 

食
事
も
終
わ
り
、
一
心
地
つ
い
て
い
る
高
乃
達
。 

ボ
ル
ダ
ナ

「（

立
ち
上
が
り
）
そ
れ
じ
ゃ
早
速
、
ホ 

テ
ル
ご
自
慢
の
ト
イ
レ
を
拝
ま
せ
て
貰
う
か
。
お

い
職
人
、
本
当
に
い
い
ト
イ
レ
な
ん
だ
ろ
う
な
」 
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杉
葉
「
ご
心
配
な
く
、
ダ
ナ
星
人
は
優
遇
さ
れ
て
い 

る
。
洗
浄
シ
ス
テ
ム
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

ト
イ
レ
の
数
も
他
よ
り
多
い
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「(

ご
機
嫌)

ぐ
ひ
ひ
、
結
構
結
構
」 

パ
テ
ル

「（

立
ち
上
が
り
）
で
は
、
私
も
ご
一
緒
に
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
お
い
気
持
ち
悪
い
ぞ
、
男
同
士
で
」 

パ
テ
ル
「
ま
あ
ま
あ
、
良
い
で
は
な
い
で
す
か
」 

 
 

並
ん
で
出
て
い
く
、
ボ
ル
ダ
ナ
と
パ
テ
ル
。 

ド
リ
ー
ユ
「
お
イ…

…

Ｅ
Ｅ
Ｍ
と
は
何
ダ
？
」 

高
乃
「
あ
ら
、
ご
存
知
無
か
っ
た
で
す
か
」 

杉
葉

「『

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
エ
ク
ス
ク
レ
メ
ン
ト
・ 

マ
タ
ー
』―

―

大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

『
食
べ
て
出
す
モ
ノ
』
の
こ
と
で
す
よ
」 

ド
リ
ー
ユ
「
ヌ…

…

私
は
星
間
旅
行
は
初
め
て
な
の 

ダ
。
こ
ち
ら
ノ
言
葉
に
は
慣
れ
て
い
な
イ
」 

高
乃
「
大
仰
な
言
い
方
よ
ね
え
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
な
ん
て
」 

杉
葉
「
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
。
人
類
の
数
が
幾
千
万 

あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
も
ま
た
幾
千
万
」 

ド
リ
ー
フ
「(

興
味
深
そ
う)
ふ
ム
ふ
ム
」 

杉
葉
「
地
球
人
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
が
肥
料
に
使
え
た
よ
う
に
、 

資
源
利
用
が
可
能
な
、
ま
だ
見
ぬ
Ｅ
Ｅ
Ｍ
が
あ
る

は
ず
。
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
物
質
で
す
」 

ド
リ
ー
ユ
「
そ
れ
ガ
、
ダ
ナ
が
優
遇
さ
れ
る
理
由
カ
」 

杉
葉
「
ダ
ナ
星
人
は
、
鉱
物
や
オ
イ
ル
を
摂
取
し
て 

レ
ア
メ
タ
ル
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
を
出
す
。
彼
ら
に
生
活
し

て
も
ら
う
だ
け
で
も
、
資
源
が
潤
う
の
で
す
」 

ド
リ
ー
ユ
「
そ
れ
で
ワ
ン
フ
ロ
ア
丸
ご
と
ダ
ナ
星
人 

用
な
の
カ
、
飛
ん
だ
差
別
ダ…

…
(

立
ち
上
が

り)
 

ふ
ん
、
私
も
そ
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
と
や
ら
を
出
し

て
く
ル
」 

 
 

ド
リ
ー
ユ
、
不
機
嫌
そ
う
に
出
て
い
く
。 

高
乃
「
や
れ
や
れ
、
今
回
の
組
み
合
わ
せ
は
最
悪 

だ
わ…
…

も
っ
と
仲
良
く
で
き
な
い
の
か
な
」 

杉
葉
「
地
球
を
中
心
と
し
た
あ
の
戦
争
が
終
わ
っ
て 

か
ら
ま
だ
二
十
年
だ
。
簡
単
に
は
行
か
な
い
さ
」 

高
乃
「
そ
う
だ
十
日
、
こ
の
リ
ス
ト
な
ん
だ
け
ど
」 

 
 

高
乃
、
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
卓
上
に
出
す
。 

 
 

ボ
ル
ダ
ナ
達
の
名
前
と
出
身
星
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
な
ど 

の
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

杉
葉
「(

見
ず)

個
人
情
報
を
盗
み
見
る
趣
味
は
無 

い
」 

高
乃
「
さ
っ
き
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
関
連
の
相
談
よ
。
ね
え
、 

こ
こ
の
ト
イ
レ
本
当
に
問
題
無
い
の
ね
？ 

よ
く

あ
る
の
よ
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
ト
ラ
ブ
ル
」 

杉
葉
「
ト
イ
レ
機
器
は
俺
が
所
属
す
る
、
日
本
の
Ｖ 
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Ｏ
社
が
提
供
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
案
内
が
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
問
題
は
無
い
」 

高
乃
「
ト
イ
レ
な
ん
て
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
し
ょ
」 

杉
葉
「
な
め
る
な
よ
。
古
代
日
本
の
く
み
取
り
は
、 

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
備
蓄
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

各
大
名
は
私
設
の
ト
イ
レ
を
路
傍
に
置
き
、
後
の

世
で
は
温
水
洗
浄
の
普
及
に
も…

…

」 

高
乃
「
ご
高
説
ど
う
も
、
問
題
無
け
れ
ば
い
い
わ
」 

 
 

う
ん
ざ
り
し
つ
つ
、
フ
ァ
イ
ル
を
閉
じ
る
高
乃
。 

 
■
同
・
廊
下(

夜)
 

 
 

機
嫌
の
良
い
ボ
ル
ダ
ナ
と
パ
テ
ル
、
相
変
わ
ら 

ず
落
ち
着
き
の
無
い
ド
リ
ー
ユ
を
連
れ
て
歩
く

高
乃
。 

 
 

杉
葉
と
ペ
オ
も
着
い
て
く
る
。 

ボ
ル
ダ
ナ
「
い
や
あ
、
な
か
な
か
良
い
ト
イ
レ
だ
っ 

た
な
」 

パ
テ
ル
「(

杉
葉
を
見
て)
さ
す
が
マ
イ
ス
タ
ー
が 

薦
め
る
だ
け
あ
る
」 

杉
葉
「
私
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」 

高
乃
「
ド
リ
ー
ユ
さ
ん
は
大
丈
夫
で
し
た
か
？
」 

ド
リ
ー
ユ
「(

動
揺)

ン
？ 

ま
、
ま
あ
ナ…
…

」 

 
 

突
然
立
ち
止
ま
る
ペ
オ
。 

プ
ラ
グ
の
コ
ー
ド
が
、
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
に
ピ 

ン
と
立
つ
。 

ペ
オ
「
警
告
。
セ
ン
サ
ー
が
危
険
物
の
反
応
を
感
知
」 

高
乃
「
き
、
危
険
物
？！
」 

 
 

驚
い
て
ペ
オ
を
振
り
返
る
一
同
。 

杉
葉
「
確
か
か
、
ペ
オ…

…

」 

 
 

け
た
た
ま
し
い
警
報
が
、
ホ
テ
ル
内
に
響
く
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
「
宿
泊
客
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致 

し
ま
す
。
ホ
テ
ル
内
で
有
毒
ガ
ス
と
思
わ
れ
る
も

の
が
発
生
し
ま
し
た
。
職
員
の
案
内
に
従
い
、
た

だ
ち
に
ホ
テ
ル
の
外
へ
避
難
し
て
下
さ
い
」 

高
乃

「（

慌
て
て
）
ど
ど
ど
、
毒
ガ
ス…

…

？！
」 

 

■
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク(

夜)
 

 
 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
敷
地
内
に
は
避
難
し
た 

客
が
集
ま
り
、
騒
然
と
し
て
い
る
。 

 
 

不
安
そ
う
な
パ
テ
ル
達
と
一
緒
に
、
泰
然
と
立 

つ
杉
葉
と
ペ
オ
。 

 
 

人
混
み
の
奥
か
ら
、
高
乃
が
走
っ
て
く
る
。 

 

高
乃
「
数
人
が
気
分
を
悪
く
し
た
だ
け
で
他
に
被
害 
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は
無
い
そ
う
で
す
」 

杉
葉
「(

頷
き)

良
か
っ
た
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
お
、
お
い
！ 

ど
う
い
う
こ
と
だ
！
」 

高
乃
「
落
ち
着
い
て
下
さ
い
、
ま
だ
原
因
も
分
か
っ 

て
い
ま
せ
ん
の
で
」 

パ
テ
ル
「(

険
し
い
顔)

し
か
し
毒
ガ
ス
と
は
穏 

や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」 

ド
リ
ー
ユ
「(

怯
え
て
い
る)

…
…

」 

高
乃
「
と
に
か
く
、
今
は
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
」 

 
 

頭
上
か
ら
、
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
が
。 

 
 

一
同
が
見
上
げ
る
と
、
浮
遊
す
る
パ
ト
カ
ー
の 

ラ
ン
プ
が
夜
空
か
ら
降
り
て
く
る
。 

 
 

 
 

避
け
る
人
々
の
中
心
に
、
着
陸
す
る
パ
ト
カ
ー
。 

 
 

中
か
ら
出
て
き
た
の
は
数
人
の
Ｎ
Ｙ
市
警
と
、 

メ
タ
リ
ッ
ク
な
体
に
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
奇
妙

な
刑
事
、
ジ
グ
。 

ジ
グ
「
静
粛
に
諸
君
！ 
私
は
Ｎ
Ｙ
市
警
８
８
分
署 

の
宇
宙
刑
事
ジ
グ
で
あ
る
！
」 

高
乃
「(

小
声)

市
警
か
宇
宙
刑
事
か
ど
っ
ち
な
の
」 

ジ
グ
「
検
知
さ
れ
た
毒
ガ
ス
の
原
因
を
探
る
た
め
、 

し
ば
ら
く
こ
の
公
園
に
諸
君
を
拘
束
す
る
こ
と
に

な
る
！
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
か
、
勝
手
に
そ
ん
な
こ
と
を
！ 
星
間 

問
題
に
な
る
ぞ
！
」 

ジ
グ
「
被
害
の
拡
散
を
食
い
止
め
る
た
め
で
あ
る
！ 

 

こ
こ
数
ヶ
月
、
テ
ロ
と
思
わ
れ
る
事
件
が
散
発
し

て
い
る
！ 

慎
重
な
捜
査
を
要
す
る
の
だ
！
」 

パ
テ
ル
「
テ
ロ
だ
っ
て…
…

？
」 

 
 

困
惑
す
る
高
乃
、
沈
黙
を
守
る
杉
葉
と
ペ
オ
。 

ジ
グ
「
そ
れ
で
は
、
各
自
所
持
品
と
ア
リ
バ
イ
の
チ 

ェ
ッ
ク
を
受
け
て
も
ら
う
！
」 

 
 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

他
の
客
達
と
共
に
、
ジ
グ
や
警
官
達
に
尋
問
を 

受
け
て
い
る
高
乃
と
パ
テ
ル
達
、
杉
葉
と
ぺ
オ
。 

 
 

ジ
グ
、
あ
か
ら
さ
ま
な
訝
り
の
態
度
で
ボ
ル
ダ 

ナ
と
話
し
て
い
る
。 

ジ
グ
「
貴
様
、
如
何
に
も
テ
ロ
を
犯
し
そ
う
な
風
体 

だ
な…

…

ダ
ナ
星
人
は
好
戦
的
だ
、
怪
し
い
！
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「(

動
揺)

な
、
な
、
何
を
馬
鹿
な…

…

！
」 

高
乃
「
待
っ
て
下
さ
い
！ 

ボ
ル
ダ
ナ
さ
ん
は
ず
っ 

と
私
達
と
一
緒
に
い
ま
し
た
！
」 

パ
テ
ル
「
そ
の
通
り
で
す
。
彼
は
ト
イ
レ
で
も
私
と 

一
緒
で
し
た
」 

ジ
グ
「
貴
様
は
シ
ュ
ミ
星
人
か…

…

あ
の
ヒ
ガ
ン
星 
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人
と
は
違
い
友
好
的
な
奴
ら
だ
な
！ 

ふ
ん
、
ア

リ
バ
イ
成
立
か
。
運
が
い
い
な
ダ
ナ
」 

頬
を
奮
わ
せ
、
怒
り
に
耐
え
る
ボ
ル
ダ
ナ
。 

高
乃
「(

杉
葉
に)

ひ
ど
い
他
星
差
別
刑
事
ね
！
」 

杉
葉
「(

真
剣
に)

…
…

そ
う
だ
な
」 

ペ
オ
は
動
じ
て
い
な
い
。 

ジ
グ
「(

ド
リ
ー
ユ
を
睨
み)

残
る
は
貴
様
だ
な
ガ 

ル
ア
ン
星
人
！
」 

ド
リ
ー
ユ
「
お
、
俺
は
コ
カ
星
人
ダ…

…

」 
ジ
グ
「(

無
視)

貴
様
、
ア
リ
バ
イ
は
あ
る
か
！ 

 
単
独
行
動
を
し
て
は
い
な
い
か
？！
」 

ド
リ
ー
ユ
「
俺
は…

…

ト
イ
レ
に
行
っ
た
だ
ケ…

…

」 

ジ
グ
「
一
緒
に
い
た
者
は
？ 

何
階
の
ト
イ
レ
だ
？
」 

ド
リ
ー
ユ
「
一
人
だ
っ
タ…

…

ト
イ
レ
は
、
さ
、
三 

階
ダ…

…

」 

ジ
グ
「
ガ
ス
が
検
知
さ
れ
た
の
は
三
階
の
ト
イ
レ
付 

近
だ
。
貴
様
、
随
分
健
康
そ
う
だ
な
！
」 

ド
リ
ー
ユ
「
ウ…

…

」 

ジ
グ
「(

不
敵
に
笑
い)

こ
れ
は
、
少
々
絞
ら
せ
て 

貰
う
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
」 

 
 

ジ
グ
が
合
図
を
す
る
と
二
人
の
警
官
が
ド
リ
ー

ユ
の
両
手
を
掴
む
。 

ド
リ
ー
ユ
「(

怯
え)

違
ウ
、
俺
は
テ
ロ
な
ん
テ
！
」 

 
 

高
乃
、
ド
リ
ー
ユ
の
前
に
出
ち
は
だ
か
る
。 

高
乃
「
こ
ん
な
の
横
暴
す
ぎ
ま
す
！ 

一
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

添
乗
員 

と
し
て
も
許
容
出
来
か
ね
ま
す
！
」 

ジ
グ
「
テ
ロ
は
許
し
て
は
な
ら
ん
犯
罪
な
の
だ
！ 

 

地
球
人
の
く
せ
に
異
星
人
を
庇
う
気
か
！
」 

高
乃
「
そ
う
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

 
 

不
安
そ
う
に
立
ち
つ
く
す
ボ
ル
ダ
ナ
、
パ
テ
ル
。 

杉
葉
の
声
「
お
待
ち
下
さ
い
、
宇
宙
刑
事
殿
」 

ジ
グ
「(

振
り
向
き)

あ
ん
？
」 

 
 

端
然
と
腕
組
み
を
し
て
立
つ
杉
葉
。 

高
乃
「
十
日…

…

」 

ジ
グ
「
貴
様
も
文
句
が
あ
る
の
か
」 

杉
葉
「
高
乃
の
言
う
と
お
り
、
捜
査
が
強
引
す
ぎ
や 

し
ま
せ
ん
か
。
現
場
の
ト
イ
レ
に
い
た
と
い
う
だ

け
で
犯
人
扱
い
と
は
」 

ジ
グ
「
ガ
ス
が
検
知
さ
れ
た
階
で
は
、
従
業
員
や
宿 

泊
客
が
何
人
も
気
分
を
害
し
て
治
療
を
受
け
て
い

る
の
だ
ぞ
！ 

何
故
こ
い
つ
は
平
気
な
の
だ
！
」 

杉
葉
「
ガ
ス
の
種
類
は
何
で
す
か
」 

ジ
グ
「
シ
ア
ン
化
水
素
ガ
ス
と
聞
い
て
い
る
」 
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杉
葉
「
そ
の
種
の
ガ
ス
な
ら
、
効
果
が
薄
い
肉
体
構 

造
を
持
つ
他
星
人
は
少
な
く
な
い
。
ダ
ナ
星
人
に

も
殆
ど
通
用
し
な
い
は
ず
だ
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
お
、
俺
は
犯
人
じ
ゃ
な
い
ぞ
！
」 

杉
葉
「
ガ
ス
が
効
く
が
ど
う
か
は
犯
人
で
あ
る
根
拠

と
は
関
係
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
す
」 

ジ
グ
「
貴
様
何
者
だ
？ 

宇
宙
探
偵
か
」 

杉
葉
「
し
が
な
い
ト
イ
レ
職
人
で
す
よ
」 

ペ
オ
「
ペ
オ
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
す
」 

ジ
グ
「
ト
イ
レ
だ
と…

…

？！ 

た
か
が
ト
イ
レ
職
人

が
生
意
気
に
意
見
す
る
か
！
」 

杉
葉
「
仕
事
柄
、
他
星
の
文
化
を
日
々
研
究
し
て
い 

る
も
の
で
。
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
が
ね
」 

心
配
そ
う
に
二
人
の
や
り
と
り
を
見
て
い
る
高

乃
や
パ
テ
ル
達
、
ド
リ
ー
ユ
は
捕
ま
え
ら
れ
た

ま
ま
挙
動
不
審
。 

ジ
グ
「
ふ
ん
、
な
ら
ば
役
に
立
っ
て
み
ろ
。
何
も
出 

来
な
け
れ
ば
貴
様
も
テ
ロ
リ
ス
ト
と
見
な
す
」 

杉
葉
「
高
乃
、
あ
の
フ
ァ
イ
ル
を
見
せ
て
く
れ
」 

高
乃
「
へ
？ 

あ
、
う
ん
」 

 
 

高
乃
、
ド
リ
ー
ユ
ら
の
個
人
情
報
リ
ス
ト
を
挟 

む
ん
だ
フ
ァ
イ
ル
を
、
杉
葉
に
手
渡
す
。 

杉
葉
「
う
む…

…

ガ
ル
ア
ン
星
で
は
無
く
コ
カ
星
だ 

っ
た
な
。
ド
リ
ー
ユ
さ
ん
」 

ド
リ
ー
ユ
「
な
、
何
ダ
？
」 

杉
葉
「
貴
方
の
母
星
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

コ
カ
星
の
環
境
は
、
地
球
と
ど
う
違
う
？
」 

ド
リ
ー
ユ
「
エ
ー
ト…
…

コ
カ
は
陸
地
が
少
な
イ
」 

杉
葉
「
海
が
殆
ど
と
い
う
こ
と
で
す
か
、
そ
れ
と
も
」 

ド
リ
ー
ユ
「
海
よ
り
モ…

…

星
を
満
た
す
の
ハ
気
体 

ダ
。
我
々
の
主
な
生
活
圏
は
空
で
あ
る
か
ラ
」 

杉
葉
「
食
生
活
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」 

ド
リ
ー
ユ
「
主
に
若
い
木
の
実
の
種
子
を
食
べ
ル
。 

そ
れ
と
石
も
食
べ
ル
。
地
球
で
は
鶏
冠
石
な
ど
と

呼
ば
れ
ル
そ
う
だ
ガ
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
ケ
ッ
、
て
め
ぇ
も
石
を
食
う
の
か
よ
」 

ド
リ
ー
ユ
「
何
で
モ
食
う
わ
け
で
は
無
イ
！
」 

杉
葉
「(

深
く
頷
き)

大
体
分
か
っ
た
。
高
乃
」 

 
 

杉
葉
、
フ
ァ
イ
ル
を
高
乃
に
投
げ
渡
す
。 

高
乃
「(

受
け
取
る)

は
、
は
い
」 

杉
葉
「
コ
カ
星
か
ら
の
旅
行
客
を
扱
う
の
は
、
セ 

レ
ス
テ
ィ
ア
ル
社
で
は
初
め
て―

―

と
い
う
よ
り
、

地
球
に
来
る
こ
と
自
体
が
初
め
て
な
の
で
は
？
」 

高
乃
「…

…

そ
う
い
え
ば
、
上
司
か
ら
聞
い
て
た
か 
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も
。
初
め
て
の
客
だ
か
ら
丁
重
に
扱
え
っ
て
」 

杉
葉
「
地
球
と
交
流
が
無
か
っ
た
星
の
者
が
、
突
然 

テ
ロ
に
手
を
染
め
る
も
の
で
す
か
ね
、
刑
事
殿
」 

ジ
グ
「
む…

…

同
系
統
の
ガ
ル
ア
ン
星
人
は
何
年
も 

前
か
ら
地
球
に
来
て
い
る
」 

杉
葉
「
似
て
い
る
か
ら
何
だ
と
？ 

そ
ん
な
こ
と
は 

問
題
じ
ゃ
な
い
。
要
は
コ
カ
星
人
の
文
化
を
、

我
々
が
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」 

パ
テ
ル
「
そ
れ
が
ど
う
テ
ロ
と
結
び
つ
く
ん
で
す
」 

杉
葉
「
文
化
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
生
態
を
知 

ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
Ｅ
Ｅ
Ｍ
と
ト
イ
レ

の
構
造
を
皆
が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
！
」 

 
 

一
同
、
呆
然
。 

杉
葉
「
食
事
の
時
に
気
づ
く
べ
き
だ
っ
た
。
恐
ら
く 

彼
ら
は
、
若
い
ウ
メ
の
美
や
鶏
冠
石
か
ら
、
微
量

な
シ
ア
ン
化
水
素
を
取
り
込
ん
で
い
る
ん
だ
」 

高
乃
「
毒
ガ
ス
を
取
り
込
む
？！
」 

杉
葉
「
リ
ン
の
代
わ
り
に
ヒ
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す 

る
生
物
は
地
球
に
も
い
る
。
コ
カ
星
の
生
物
も
同

様
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
我
々
と
は
異
な
る
の
さ
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
俺
達
が
鉱
石
を
食
う
よ
う
に
か
」 

杉
葉
「
そ
う
、
別
段
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し 

て
コ
カ
星
人
は
不
要
な
シ
ア
ン
化
水
素
ガ
ス
を
、

Ｅ
Ｅ
Ｍ
と
し
て
排
出
す
る
の
だ
ろ
う
」 

ジ
グ
「
毒
ガ
ス
を
食
っ
て
出
す
と
い
う
訳
か
！ 

生

物
兵
器
で
は
無
い
か
！
」 

杉
葉
「
地
球
人
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
だ
っ
て
、
処
理
方
法
を
間 

違
え
ば
人
を
殺
す
。
中
世
期
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
対
策
を
退

化
さ
せ
た
地
球
人
は
、
疫
病
の
蔓
延
を
招
い
た
」 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

冒
頭
と
同
じ
、
二
十
年
前
の
荒
廃
し
た
町
。 

杉
葉
の
Ｎ
「
あ
の
戦
争
の
と
き
、
俺
が
住
む
町
の
ラ 

イ
フ
ラ
イ
ン
は
滅
茶
苦
茶
だ
っ
た
」 

や
つ
れ
な
が
ら
も
立
っ
て
い
る
杉
葉
と
高
乃
が

何
か
を
見
て
い
る
。 

杉
葉
の
Ｎ
「
衛
生
状
態
も
最
悪
で
、
俺
は
自
分
達
の 

Ｅ
Ｅ
Ｍ
に
ま
み
れ
て
死
を
覚
悟
し
た
」 

 
 

二
人
の
視
線
の
先
に
は
、
公
共
ト
イ
レ
や
水
道

を
建
造
し
て
い
る
工
事
業
者
の
人
間
達
と
、

彼
ら
に
て
き
ぱ
き
と
指
示
し
て
い
る
ウ
ッ
サ
。 

高
乃
「
す
ご
い
ね
、
お
じ
さ
ん
」 

ウ
ッ
サ

「（

笑
み
）
人
の
尊
厳
は
ト
イ
レ
か
ら
、
だ
。 

今
戦
っ
て
る
ヒ
ガ
ン
の
奴
ら
だ
っ
て
同
じ
だ
。
ト 

イ
レ
の
道
は
全
て
に
通
ず
！
」 
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杉
葉
「(

憧
れ
の
瞳
で
ウ
ッ
サ
を
見
つ
め)

…
…

」 

ウ
ッ
サ
「(

杉
葉
達
を
見
て
笑
み)

待
っ
て
ろ
、
風 

呂
も
作
っ
て
や
る
。
医
者
も
す
ぐ
来
る
か
ら
な
！
」 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

杉
葉
「
俺
達
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
一
人
の
ト
イ 

レ
・
マ
イ
ス
タ
ー…

…

彼
が
力
を
尽
く
し
て
設
備

を
整
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
俺
は
助
か
っ
た
」 

高
乃
「(

思
い
出
し
て
い
る)

…
…

」 

杉
葉
「
正
し
い
ト
イ
レ
設
備
が
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
は 

無
害
だ―

―

ペ
オ
ッ
！
」 

ペ
オ
「
は
い
、
マ
イ
ス
タ
ー
」 

 
 

ペ
オ
、
突
然
白
衣
の
前
を
開
け
る
。 

そ
の
腹
部
は
、
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
的
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
な
っ
て
い
た
。 

杉
葉
「
ト
イ
レ
は
人
の
尊
厳
を
救
う
。
ト
イ
レ
を
知 

れ
ば
宇
宙
が
見
え
る
！
」 

杉
葉
、
凄
ま
じ
い
指
さ
ば
き
で
ペ
オ
の
腹
に
、

何
や
ら
図
面
を
描
い
て
い
く
。 

ペ
オ

「（

黙
っ
て
杉
葉
を
見
つ
め
て
）…

…

」 

高
乃
「(

呆
れ)

あ
ー
あ
、
始
ま
っ
た
」 

パ
テ
ル
「
何
を
し
て
る
ん
で
す
彼
は…

…

？
」 

高
乃
「
見
て
い
れ
ば
分
か
り
ま
す
よ
」 

杉
葉
「
よ
し
、
完
成
だ
！
」 

ペ
オ
の
腹
部
画
面
に
、
正
確
無
比
な
ト
イ
レ
の

図
面
が
。 

杉
葉
「
電
送
せ
よ
、
ペ
オ
！
」 

ペ
オ
「
了
解
。
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
。
本
部
工
場
よ
り

量
子
Ｄ
Ｌ
・
質
量
変
換
」 

 
 

ペ
オ
の
腹
部
が
強
く
発
光
、
光
の
中
か
ら
図
面 

通
り
の
ト
イ
レ
が
徐
々
に
出
現
。 

 
 

驚
愕
し
て
い
る
一
同
。 

高
乃
「
思
い
つ
い
た
ら
そ
の
場
で
ト
イ
レ
考
え
て
、 

そ
の
場
で
完
成
さ
せ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
、
十
日
は
」 

杉
葉
「
コ
カ
星
人
仕
様
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
イ
レ 

だ
！ 

カ
ラ
ド
リ
ウ
ス

神
秘
鳥

レ
ス
ト
と
で
も
名
付
け
よ
う
か
」 

ド
リ
ー
ユ
「
我
々
の
ト
イ
レ…

…

な
の
カ
」 

杉
葉
「
宇
宙
船
用
ト
イ
レ
並
の
強
力
な
吸
引
機
能
で 

ガ
ス
を
逃
さ
ず
シ
ア
ン
化
物
イ
オ
ン
を
、
酸
化
剤

で
一
気
に
分
解
す
る
。
毒
性
な
ど
残
ら
な
い
」 

ド
リ
ー
ユ
「(

感
動)

お
、
お
オ…

…

！
」 

ジ
グ
「
ト
、
ト
イ
レ
を
作
っ
た
か
ら
何
だ
と
言
う 

ん
だ
！ 

そ
れ
に
そ
い
つ
ら
が
ガ
ス
を
出
す
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
貴
様
等
の
過
失
だ
ぞ
！
」 

 
 

ジ
グ
、
高
乃
を
高
圧
的
に
指
差
す
。 
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高
乃
「(

怯
み
な
が
ら
フ
ァ
イ
ル
を
開
き)

う
っ…

 

…

で
も
、
検
査
も
受
け
た
は
ず
で
す
し
、
申
請
さ

れ
た
リ
ス
ト
に
は
何
も…

…

」 

杉
葉
「
リ
ス
ト
に
は
、
コ
カ
の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
は
ガ
ル
ア
ン

と
同
種
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
申
請
時
の

記
録
ミ
ス
か
、
虚
偽
の
申
請
を
出
し
た
か―

―

」 

 
 

キ
ッ
と
ド
リ
ー
ユ
を
睨
む
ジ
グ
。 

ド
リ
ー
ユ
「
う
、
ウ
ソ
な
ド
吐
い
て
い
な
い
ゾ
！
」 

杉
葉
「―

―

何
者
か
が
、
申
請
書
を
改
竄
し
た
か
」 

ジ
グ
「
ぬ…

…

？！
」 

杉
葉
「
調
べ
る
と
い
う
の
な
ら
、
そ
こ
ま
で
の
可 

能
性
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
だ
。
徹
底
的
に
客
も

含
め
て
こ
の
旅
行
に
関
わ
っ
た
者
達
を
」 

 
 

ジ
グ
に
見
回
さ
れ
、
高
乃
、
パ
テ
ル
、
ボ
ル
ダ

ナ
の
顔
に
緊
張
が
走
る
。 

ジ
グ
「
そ
う
い
う
こ
と
か
」 

高
乃
「
ち
ょ
っ
と
十
日
、
容
疑
者
が
広
が
っ
て
る
じ

ゃ
な
い…

…

！
」 

杉
葉
「
潔
白
を
証
明
す
れ
ば
良
い
こ
と
だ
」 

高
乃
「
そ
う
簡
単
に
言
わ
れ
て―

―

も
っ
？！
」 

 
 

そ
の
と
き
高
乃
の
背
後
か
ら
、
二
つ
の
腕
が
。 

パ
テ
ル
が
高
乃
を
羽
交
い
締
め
に
し
て
、
首
筋

に
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
て
い
る
。 

パ
テ
ル
「
調
べ
る
ま
で
も
ね
ぇ
よ
ト
イ
レ
野
郎
」 

 

愕
然
と
パ
テ
ル
を
見
る
、
ボ
ル
ダ
ナ
達
。 

 
 

杉
葉
は
毅
然
と
パ
テ
ル
を
見
据
え
る
。 

ジ
グ
「
貴
様
、
ま
さ
か…

…

！
」 

高
乃
「
ぱ
ぱ
ぱ
、
パ
テ
ル
さ
ん
？
」 

パ
テ
ル
「
お
っ
と
、
下
手
に
動
く
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
。 

地
球
人
相
手
に
容
赦
は
し
ね
え
か
ら
な
」 

ド
リ
ー
ユ
「
お
前
が
私
を
陥
れ
た
の
カ
！
」 

パ
テ
ル
「
そ
う
い
う
こ
っ
た
ト
リ
野
郎
。
書
類
を
改 

竄
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｍ
対
策
を
行
わ
せ
な
い―

―

こ
れ

だ
け
で
テ
ロ
を
演
出
出
来
る
ん
だ
」 

ジ
グ
「
シ
ュ
ミ
星
人
と
は
友
好
的
な
関
係
を
結
ん
で 

い
る
は
ず
！ 

何
故
こ
の
よ
う
な
真
似
を
！
」 

パ
テ
ル
「
俺
は
シ
ュ
ミ
星
人
な
ん
か
じ
ゃ
ね
え
」 

  
 

パ
テ
ル
、
片
手
で
自
分
の
顔
の
皮
を
引
っ
張
る
。 

ず
る
ず
る
と
皮
が
剥
が
れ
、
中
か
ら
ぬ
め
ぬ
め

し
た
緑
色
の
皮
膚
と
、
黒
目
の
無
い
顔
が
。 

ジ
グ
「
そ
の
顔…

…

ヒ
ガ
ン
星
人
か
！
」 

ボ
ル
ダ
ナ
「
ヒ
ガ
ン
っ
て
、
確
か
地
球
人
と
何
年 
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も
戦
争
し
て
た
奴
ら
か
！
」 

パ
テ
ル
「
そ
う
さ
。
休
戦
な
ん
て
言
っ
ち
ゃ
ァ
い
る 

が
、
納
得
い
か
ず
に
戦
う
連
中
は
ま
だ
ま
だ
い
る
。 

俺
も
そ
の
一
人
だ
」 

高
乃
「(

怯
え
な
が
ら
も
怒
り)

自
分
達
の
た
め
に
、 

他
の
星
の
人
間
を
利
用
す
る
な
ん
て…

…

！
」 

パ
テ
ル
「
未
開
の
星
の
毒
グ
ソ
だ
ぜ
。

オ

ー

バ

ー

ロ

ー

ド

先
を
往
く
者 

が
利
用
し
て
や
る
ん
だ
か
ら
、
あ
り
が
た
く
思
っ

て
ほ
し
い
が
な
」 

ド
リ
ー
ユ
「(

悔
し
そ
う)

ぐ
ぬ
ヌ…

…

！
」 

パ
テ
ル
「
仕
方
ね
ぇ
の
さ
、
地
球
と
俺
ら
じ
ゃ
文
化 

が
違
い
す
ぎ
た
。
文
化
が
違
う
っ
て
こ
と
は
見
て

る
宇
宙
が
違
う
っ
て
こ
と
だ
か
ん
な
」 

杉
葉
「
そ
の
通
り
だ
な
」 

パ
テ
ル
・
高
乃
「…

…
？
」 

杉
葉
「
宇
宙
を
ど
う
認
識
す
る
か
は
、
星
に
よ
っ
て 

違
う
。
だ
か
ら
こ
そ
俺
達
は
そ
の
違
い
を
知
り
、

様
々
な
宇
宙
を
認
め
る
」 

パ
テ
ル
「
奇
麗
事
を…

…

」 

杉
葉
「(

激
昂)

俺
達
は
ト
イ
レ
を
作
り
、
無
限
の 

宇
宙
を
知
る
！ 

ト
イ
レ
を
汚
す
奴
は
、
ト
イ
レ

マ
イ
ス
タ
ー
の
俺
が
許
さ
ん
ッ
！！
」 

 
 

杉
葉
、
懐
か
ら
何
か
を
パ
テ
ル
に
投
げ
つ
け
る
。 

 
 

咄
嗟
に
手
で
払
う
パ
テ
ル
、
そ
れ
は
杉
葉
が
持 

っ
て
い
た
塩
の
紙
包
み
。 

 
 

パ
テ
ル
、
破
れ
た
中
身
の
塩
を
、
頭
か
ら
被
っ 

て
し
ま
う
。 

パ
テ
ル
「(

も
が
き
苦
し
み)

こ
れ
は
ま
さ
か
！？
」 

 
 

高
乃
、
隙
を
つ
い
て
逃
げ
出
す
。 

杉
葉
「
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム―

―

た
だ
の
食
塩
だ
よ
。 

体
の
９
０
％
以
上
が
水
分
の
ヒ
ガ
ン
星
人
に
は
、 

ど
ん
な
Ｅ
Ｅ
Ｍ
よ
り
猛
毒
だ
ろ
う
」 

ジ
グ
「
よ
し
、
今
の
内
に
手
柄
を…

…

！
」 

 
 

パ
テ
ル
を
捕
ら
え
よ
う
と
前
に
出
る
ジ
グ―

―
 

そ
の
刹
那
、
飛
び
出
し
た
ペ
オ
が
パ
テ
ル
の
手

首
を
掴
み
、
あ
っ
さ
り
と
ね
じ
伏
せ
る
。 

ジ
グ
「
あ
れ
」 

ペ
オ
「
状
況
終
了
」 

 

■
ホ
テ
ル
・
高
乃
の
部
屋
（
深
夜
） 

 
 

シ
ン
グ
ル
の
ベ
ッ
ド
や
家
具
な
ど
、
広
い
室
内
。 

 
 

高
乃
、
ぐ
っ
た
り
と
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
て
い
る
。 



15 

 

 
 

傍
ら
の
ソ
フ
ァ
に
は
、
杉
葉
と
ペ
オ
が
。 

ペ
オ
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
、
高
乃
様
」 

高
乃
「
あ
り
が
と
う
ペ
オ
。
こ
っ
ち
い
ら
っ
し
ゃ
い
」 

 
 

言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
立
ち
上
が
る
ペ
オ
、
高
乃 

の
隣
に
座
る
。 

 
 

高
乃
は
無
遠
慮
に
、
ペ
オ
の
膝
に
頭
を
預
け
る
。 

高
乃
「
ふ
ふ
ふ
、
文
句
一
つ
言
わ
な
い
し
ロ
ボ
ッ
ト 

っ
て
最
高
」 

杉
葉
「
文
句
が
あ
っ
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
、
口
に 

出
来
な
い
だ
け
だ
」 

高
乃
「
何
よ
、
人
が
く
つ
ろ
い
で
る
の
に
」 

ペ
オ
「
ペ
オ
は
高
乃
様
に
敵
性
意
識
を
持
ち
ま
せ
ん
」 

高
乃
「
だ
っ
て
さ
」 

杉
葉
「
仲
が
い
い
こ
と
だ
な
全
く…

…

ボ
ル
ダ
ナ
さ 

ん
と
ド
リ
ー
ユ
さ
ん
は
ど
う
し
て
い
る
？
」 

高
乃
「
二
人
と
も
、
警
察
の
聞
き
込
み
に
疲
れ
て
ぐ 

っ
す
り
休
ん
で
る
わ
。
ド
リ
ー
ユ
さ
ん
用
の
ト
イ

レ
も
、
ホ
テ
ル
が
早
速
設
置
し
て
く
れ
た
み
た
い
」 

杉
葉
「(

得
意
気)

や
は
り
こ
の
ホ
テ
ル
は
サ
ー
ビ 

ス
が
い
い
。
銀
河
旅
行
時
代
の
お
手
本
の
よ
う
だ
」 

高
乃
「
あ
の
さ
あ
十
日…

…

貴
方
ひ
ょ
っ
と
し
て
、

パ
テ
ル
さ
ん
が
真
犯
人
だ
っ
て
分
か
っ
て
た
？
」 

杉
葉
「
何
故
そ
う
思
う
？
」 

高
乃
「(

体
を
起
こ
し)

最
初
か
ら
ド
リ
ー
ユ
さ 

ん
を
疑
っ
て
な
か
っ
た
し
。
パ
テ
ル
さ
ん
が
本
性

見
せ
た
と
き
も
、
眉
一
つ
動
か
さ
な
か
っ
た
じ
ゃ

な
い
」 

杉
葉
「…

…

あ
の
パ
テ
ル
と
い
う
男
は
、
食
事
中
も

殆
ど
水
分
し
か
摂
っ
て
い
な
か
っ
た
」 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

夕
食
中
、
水
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
パ
テ
ル
。 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

杉
葉
「
水
を
重
要
な
栄
養
素
と
し
て
摂
取
し
、
水
分 

を
奪
う
塩
な
ど
を
避
け
る
の
は
、
ヒ
ガ
ン
星
特
有

の
食
文
化
だ
」 

高
乃
「
そ
っ
か…

…

食
欲
無
い
だ
け
か
と
思
っ
て
た
」 

杉
葉
「
そ
れ
に
パ
テ
ル
は
、
食
後
に
ボ
ル
ダ
ナ
さ
ん

と
一
緒
に
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
た
」 

 
 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

ボ
ル
ダ
ナ
と
、
ト
イ
レ
に
向
か
う
パ
テ
ル
。 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

杉
葉
「
あ
の
階
の
ト
イ
レ
は
全
て
、
ダ
ナ
星
人
用
だ
。 

ワ
ン
フ
ロ
ア
丸
ご
と
ダ
ナ
星
人
用
に
作
ら
れ
て
い

る
か
ら
な
」 

高
乃
「
な
の
に
、
パ
テ
ル
さ
ん
は
同
じ
ト
イ
レ
の
話 
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を
し
て
い
た…

…

」 

杉
葉
「
ダ
ナ
星
人
用
の
温
水
洗
浄
は
、
レ
ア
メ
タ
ル 

の
Ｅ
Ｅ
Ｍ
を
洗
い
流
す
た
め
に
、
高
圧
で
大
量
の

水
を
使
う
」 

高
乃
「
私
達
や
シ
ュ
ミ
星
人
に
は
刺
激
が
強
す
ぎ
る 

け
ど
、
ヒ
ガ
ン
星
人
な
ら
耐
え
ら
れ
る
っ
て
こ
と

ね
。
ト
イ
レ
だ
け
で
全
部
分
か
っ
ち
ゃ
う
の
ね
」 

杉
葉
「
分
か
る
こ
と
と
、
疑
う
こ
と
は
別
だ
が
な
」 

 
 

苦
々
し
そ
う
な
杉
葉
。 

高
乃
「(

苦
笑)

誰
も
犯
人
に
し
た
く
な
い
の
よ
ね
、 

十
日
は
」 

 
 

そ
の
と
き
、
杉
葉
の
胸
元
で
着
信
音
が
。 

 
 

杉
葉
、
極
薄
カ
ー
ド
型
の
携
帯
電
話
を
取
り
出 

す
。 

 
 

携
帯
の
画
面
を
見
て
、
顔
面
蒼
白
。 

杉
葉

「（

出
て
）
は
い
！ 

…
…

え
え
、
何
と
か
解 

決
で
す
。
う
う
、
す
み
ま
せ
ん
。
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
で
す
か
、
は
あ
そ
う
で
す
ね…

…

」 

 
 

杉
葉
、
電
話
を
持
っ
た
ま
ま
頭
を
下
げ
て
い
る
。 

 
 

に
や
に
や
と
そ
の
様
子
を
見
つ
め
る
高
乃
。 

 
 

杉
葉
、
緊
張
を
解
い
て
電
話
を
切
る
。 

高
乃
「
今
の
、
あ
の
人
で
し
ょ
？
」 

杉
葉
「
そ
う
だ
、
伝
説
の
ト
イ
レ
マ
イ
ス
タ
ー…

 

…

ウ
ッ
サ
・
メ
イ
ン
」 

高
乃
「(

愉
快)

絞
ら
れ
て
る
の
ね
、
相
変
わ
ら
ず
」 

杉
葉
「
俺
は
あ
の
日
を
忘
れ
は
し
な
い
。
恩
を
返
す 

た
め
に
も
、
俺
は
ト
イ
レ
を
作
り
続
け
る
」 

 
 

杉
葉
、
立
ち
上
が
っ
て
ペ
オ
の
手
を
引
く
。 

杉
葉
「
帰
る
ぞ
ペ
オ
、
仕
事
だ
。
新
し
い
ト
イ
レ
の 

発
注
依
頼
が
来
て
い
る
」 

ペ
オ
「(

立
っ
て)

は
い
、
マ
イ
ス
タ
ー
」 

高
乃
「
忙
し
い
仕
事
ね
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ 

ば
い
い
の
に
」 

杉
葉
「
お
前
こ
そ
、
人
同
士
を
繋
ぐ
力
に
な
ろ
う
と 

そ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
敢
然
と
刑
事
に

立
ち
向
か
う
様
は…

…

な
か
な
か
だ
っ
た
ぞ
」 

高
乃
「…

…

と

ー

か

十
日
も
な
か
な
か
だ
っ
た
ぞ
。
仕
事
頑 

張
っ
て
。
必
ず
地
球
で
待
っ
て
て
あ
げ
る
」 

杉
葉
「(

背
を
向
け
て)

あ
あ
。
そ
れ
ま
で
に
痔
を 

治
し
て
お
け
」 

高
乃
「(

真
っ
赤)

…
…

！ 

さ
、
最
低
ッ
！
」 

 
 

杉
葉
、
背
中
で
笑
い
な
が
ら
、
ペ
オ
と
一
緒
に 

高
乃
の
部
屋
を
出
て
い
く
。 
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■
同
・
廊
下 

 
 

顔
を
赤
ら
め
て
歩
い
て
い
る
杉
葉
、
ペ
オ
。 

ペ
オ
「
マ
イ
ス
タ
ー
、
脈
拍
が
早
ま
っ
て
い
る
よ
う 

で
す
が
」 

杉
葉
「
気
の
せ
い
だ
。
帰
る
前
に
ト
イ
レ
に
寄
る
」 

ペ
オ
「
は
い
、
マ
イ
ス
タ
ー
。
火
照
り
を
冷
ま
し
て 

く
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」 

杉
葉
「
う
、
う
る
さ
い
、
そ
こ
で
待
っ
て
ろ
！ 

こ 

れ
だ
か
ら
、
ト
イ
レ
に
入
ら
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
は
」 

 
 

杉
葉
、
頭
を
掻
き
な
が
ら
廊
下
奥
の
ト
イ
レ
に 

入
っ
て
い
く
。 

ペ
オ
「
や
は
り
、
人
間
の
不
便
さ
は
良
い
も
の
で
す
」 

 
 

ペ
オ
の
差
し
込
み
プ
ラ
グ
、
ご
機
嫌
そ
う
に
大 

き
く
揺
れ
て
い
る
。 
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